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　化学物質の 免疫毒性評価 に か らむ皮膚感作性試

験 は代替法開発 の 中で も最重要課題 の
一

つ で ある 。

通常、化学物質 の 皮膚感作性を調べ るに は、モ ル

モ ッ トを用 い た GPMT （Gui皿 ea　Pig　Maximiza・

tion　Test）や Buehler　Test な どが 汎 用 され て

きた。こ の 試験法の 代替法 と して 、Kimber らは 、

Local　Lymph 　Node 　Assay （LLNA ）を新 た に開

発した。こ の 方法 は OECD ガ イ ドライン 429 と

して、世界的に普及しっ っ ある。LLNA 法は、動

物を全 く用 い ない とい うわ けで は ない が、動物数

の 削減お よび試験期間と試験費用 の 削減 とい う面

で 、 代替法 の一
っ と評価 で き る。 しか し、この 方

法 は ラジ オ ア イ ソ トープ（RI》を用 い る こ とで、　RI
実験 区域 を持 た な い 施設で は利 用 で きない とい う

問題点が あ る 。 こ の 問題点 を解決 す る た め に、
2000 〜 2001 年 に製 薬協 基 礎研 究部 会 に お い て共

同研究 を行 い 、RI を 用 い な い 場合 の LLNA 試験

にお い て は、IL−2 産生法 お よび BrdU　in　 vivo 法

は感 度 が 高 く、代 替法 と して の 有用性を示 した。
　 また、製薬協 の研究 とは 別 に、ダイセ ル 化学工

業 は、RI を用い ない 新 しい LLNA として、　 ATP

を 指標 と した LLNA −DA 法を開発 し、日本動物

実験代替法学会評価委員会 に、そ の 有用性の 評価

を申請 して い る。 評価委員会で は現在 この 試験法

に つ い て の 評価 を行 っ て い る段階で あ る。

　 こ の ような 感作性試験 の 代替法 に 関す る活発な

動 き をうけ、 本学会 と して 皮膚感 作性試験 の 代替

法を更に 促進す る事 を意図 して 、 ラ ン チ ョ ン セ ミ

ナーを企 画 した。こ の ラ ン チ ョ ン セ ミナー
で は、

試験 法 を 紹介 す る と同時に 、
バ リデーシ ョ ン 研究

に つ い て 本学会会員 の 意見 を 求め よ うとす る もの

で あ る。会員諸氏の 積極的 な参加 をお願 い した い 。
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